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古
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検
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津
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は
じ
め
に

こ
こ
で
は
大
宝
二
年
（
七
〇
二
）
の
御
野
国
加
毛
郡
半
布
里
戸
籍（

1
（

を
素
材
と
す

る
人
口
変
動
の
時
系
列
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
技
術
的
内
容
に
つ
い
て
報
告
す
る（

（
（

。

半
布
里
戸
籍
に
は
合
計
で
一
一
一
九
人
の
セ
ン
サ
ス
デ
ー
タ
を
収
め
る
。
戸
籍

に
は
、
戸
を
単
位
と
し
て
個
人
が
登
録
さ
れ
、
男
女
奴
婢
の
性
別
、
年
齢
、
課
税

区
分
、
身
体
的
特
徴
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
記
載
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
戸
籍
、

さ
ら
に
は
計
帳
な
ど
籍
帳
の
史
料
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
長
ら
く
議
論
が
重
ね
ら

れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
戦
後
古
代
史
研
究
の
実
証
的
検
証
が
深
ま
る
中
で
、
そ
の

史
料
性
に
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
も
き
た
。
と
り
わ
け
籍
帳
を
も
と
に
し
た
家

族
史
研
究
は
大
き
な
影
響
を
蒙
る
こ
と
と
な
り
、
籍
帳
か
ら
古
代
の
家
族
を
考
え

る
こ
と
は
避
け
ら
れ
る
に
至
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
あ
る
意
味
、
文
献
史
料
中
心
の

分
析
方
法
の
到
達
点
で
あ
る
と
と
も
に
限
界
を
示
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
限
界
を
突
破
す
る
可
能
性
を
最
初
に
示
し
て
い
た
の
が
、
W
・
W
・
フ
ァ

リ
ス
の
人
口
統
計
学
的
分
析
で
あ
る（

（
（

。
フ
ァ
リ
ス
の
研
究
の
要
点
は
、
続
柄
な
ど

の
情
報
に
拘
る
こ
と
な
く
、
性
と
年
齢
に
着
目
し
て
統
計
学
的
分
析
を
行
う
こ
と

に
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
フ
ァ
リ
ス
の
研
究
が
発
表
さ
れ
た
一
九
八
〇
年
代
は
、

日
本
の
歴
史
学
の
世
界
で
は
、
人
口
統
計
学
と
い
っ
た
研
究
方
法
を
受
け
入
れ
る

素
地
が
全
く
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
う
し
た
研
究
へ
の
理
解
は
広
が
ら
な
か
っ

た
が
、汎
用
性
の
高
い
計
算
機
が
普
及
し
、技
術
も
広
ま
っ
た
二
一
世
紀
で
も
あ
る
。

そ
ろ
そ
ろ
次
の
段
階
を
目
指
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（

（
（

。

そ
こ
で
、
半
布
里
戸
籍
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
計
算
機
上
に
人
工
的
に
社
会
を
構

築
し
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
を
観
察
す
る
こ
と
で
、
当
時
の
推
定

さ
れ
る
出
生
率
を
具
体
的
に
数
値
と
し
て
示
す
と
と
も
に
、
婚
姻
を
通
じ
た
血
縁

関
係
の
連
鎖
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
、
推
定
さ
れ
る
死
亡
率
を
変
化
さ
せ

る
こ
と
で
自
然
的
環
境
要
件
が
社
会
に
ど
の
よ
う
に
作
用
す
る
の
か
な
ど
、
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
そ
の
技
術
的
内
容
を
示
し
、
諸
賢
の
ご
批
判

を
仰
ぎ
た
い
と
思
う
。

　
　
　
一
、
基
礎
デ
ー
タ
の
取
得

ま
ず
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
前
提
と
な
る
古
代
社
会
の
特
徴
に
つ
い
て
、
以
下

に
要
点
を
記
す
。
大
宝
二
年
の
御
野
国
加
毛
郡
半
布
里
戸
籍
の
人
口
構
成
は
典
型

的
な
多
産
多
死
型
の
社
会
を
示
し
て
お
り
、
生
存
条
件
は
厳
し
く
、
三
〇
代
の
ヲ
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ト
コ
・
ヲ
ミ
ナ
に
到
達
で
き
る
可
能
性
は
低
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
代
は
、

生
命
の
再
生
産
を
中
心
的
に
担
う
世
代
で
も
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
破
片
的
な
家
族
も

多
く
発
生
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
半
布
里
戸
籍
に
お
い
て
、
妻
を
同
籍
し
て

い
る
「
某
」
と
「
某
妻
」
の
年
齢
差
を
集
計
し
て
み
る
と
、夫
を
基
準
に
み
た
場
合
、

低
い
年
齢
層
で
は
夫
婦
間
の
年
齢
差
に
大
き
な
開
き
は
な
い
が
、
高
年
齢
層
に
な

る
と
そ
の
開
き
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
は
齢
を
と
も
に
重
ね

る
こ
と
が
で
き
ず
、
配
偶
者
が
組
み
変
わ
る
こ
と
で
生
ず
る
現
象
で
あ
る
。

ち
な
み
に
非
戸
主
層
と
比
較
す
る
と
、
こ
の
現
象
は
戸
主
層
に
お
い
て
特
に
顕

著
で
あ
り
、
半
布
里
の
場
合
、
戸
主
に
限
定
し
て
検
証
し
て
み
る
と
、
五
四
人
の

戸
主
の
う
ち
、
一
五
件
か
ら
二
五
件
が
再
婚
で
あ
っ
た
。
正
確
な
数
は
把
握
し
え

な
い
が
、
か
な
り
高
い
再
婚
率
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
配
偶
者
と

の
死
別
、
そ
れ
に
伴
う
対
偶
関
係
の
組
み
換
え
が
頻
発
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

天
平
十
一
年
（
七
三
九
）
の
出
雲
国
大
税
賑
給
歴
名
帳
で
配
偶
者
の
い
な
い
鰥

と
寡
の
記
載
が
完
存
し
て
い
る
里
に
つ
い
て
男
女
比
を
調
べ
て
み
る
と
、
寡
が
鰥

を
圧
倒
し
て
い
る（

（
（

。
半
布
里
の
年
齢
構
成
で
は
、
こ
の
年
代
の
男
女
比
に
大
き
な

差
は
な
い
の
で
、
こ
の
現
象
は
、
生
き
延
び
た
高
齢
の
男
性
が
妻
帯
し
て
い
る
の

に
対
し
、
女
性
に
は
夫
が
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
あ
る
一
定
の
年

齢
に
な
っ
た
女
性
が
再
婚
の
対
象
か
ら
外
れ
る
こ
と
、
生
き
延
び
た
男
性
、
な
か

で
も
戸
主
層
を
軸
と
し
て
世
帯
が
再
構
成
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

婚
姻
の
構
造
は
戸
主
層
に
父
系
原
理
が
明
確
で
、
非
戸
主
層
で
そ
れ
が
不
明
確
な

二
重
構
造
に
な
っ
て
い
た（

（
（

。

こ
れ
ら
の
特
徴
を
条
件
と
し
て
計
算
機
の
中
に
人
工
社
会
を
作
り
、
変
化
を
観

察
す
る
の
だ
が
、
そ
の
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
は
次
の
よ
う
に
取
得
し
た
。

Fig.1 半布里戸籍から作る人口曲線

y = -2E-05x3 + 0.0081x2 - 1.0026x + 39.459
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ま
ず
、
半
布
里
の
全
デ
ー
タ
か
ら
、
年
齢
別
の
人
口
曲
線
を
作
成
す
る
。
半
布

里
戸
籍
の
人
口
構
成
は
大
き
く
い
っ
て
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
を
し
て
お
り
、
低
年
齢
層

で
は
人
口
が
多
く
、
徐
々
に
人
口
が
減
衰
す
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
年
齢
別
の

人
数
は
当
然
の
こ
と
だ
が
年
毎
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
り
、
そ
の
ま
ま
で
は
計
算
に
耐

え
な
い
の
で
、
実
デ
ー
タ
を
補
正
し
て
、
年
を
経
る
ご
と
に
人
口
が
減
少
す
る
人

口
曲
線
を
作
成
し
た
。
作
成
方
法
は
、
最
小
二
乗
法
に
よ
る
近
似
式
の
当
て
は
め

で
あ
る
。
近
似
式
よ
り
求
め
ら
れ
る
曲
線
は
、
デ
ー
タ
の
傾
向
や
方
向
性
を
視
覚

的
に
表
現
し
た
も
の
で
、
実
デ
ー
タ
の
存
在
す
る
範
囲
で
、
予
測
値
と
実
測
値
の

誤
差
の
二
乗
の
総
和
S
を
最
小
に
す
る
定
数
を
求
め
る
。
そ
の
曲
線
か
ら
は
、
複

数
の
デ
ー
タ
要
素
に
当
て
は
ま
る
R
二
乗
値
が
得
ら
れ
る
が
、
こ
の
値
が
1
に
近

接
す
る
ほ
ど
、
近
似
の
度
合
い
が
高
い
こ
と
に
な
る
。

ち
な
み
に
、
近
似
式
は
、
対
数
や
各
次
数
の
多
項
式
か
ら
作
る
こ
と
が
可
能
で

あ
り
、
対
数
に
よ
る
近
似
式
は
x=

0
の
時
の
y
切
片
の
数
値
が
大
き
く
な
る
の

が
特
徴
で
あ
る
。
古
代
の
戸
籍
は
、
現
在
の
よ
う
に
〇
歳
児
を
カ
ウ
ン
ト
し
て
お

ら
ず
、
ま
た
戸
令
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
六
月
に
計
帳
手
実
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
そ
れ
以
降
に
生
ま
れ
た
新
生
児
が
登
録
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
難
点
が

あ
り
、
乳
幼
児
の
デ
ー
タ
を
正
確
に
得
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
乳

幼
児
死
亡
率
が
相
当
に
高
い
で
あ
ろ
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
対
数
に
よ
る
近
似
式

の
方
が
曲
線
の
形
状
と
し
て
は
近
く
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
対
数
に
よ
る
近
似
曲

線
の
場
合
、
曲
線
の
信
頼
度
を
示
す
R
二
乗
値
が
低
く
な
り
、
計
算
上
の
信
頼
度

が
低
下
す
る
。
す
な
わ
ち
、
推
測
に
頼
る
部
分
が
大
き
く
な
る
わ
け
で
、
こ
こ
で

は
よ
り
実
デ
ー
タ
に
近
く
な
る
三
次
の
多
項
近
似
式
を
採
用
し
た
。
三
次
の
近
似

曲
線
の
場
合
、
予
測
値
と
実
測
値
の
誤
差
の
二
乗
の
総
和
S
を
最
小
に
す
る
定
数
、

a
・
b
・
c
・
d
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
（Fig.1

）。

以
上
が
、
近
似
式
の
求
め
方
で
あ
る
が
、
実
際
に
こ
れ
を
求
め
る
場
合
、
留
意

す
る
点
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
半
布
里
戸
籍
の
デ
ー
タ
で
は
、
男
女
の
間
に
信

頼
度
の
相
違
が
存
在
し
、
男
女
別
に
こ
れ
を
計
算
す
る
場
合
、
ど
う
し
て
も
女
性

の
デ
ー
タ
の
信
頼
度
が
低
く
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
男
女

間
の
信
頼
度
の
差
が
何
に
由
来
す
る
の
か
は
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

男
性
の
把
握
が
先
行
し
、
女
性
の
把
握
が
遅
れ
、
い
わ
ば
丸
め
た
デ
ー
タ
が
登
載

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
律
令
公
民
制
の
形
成
に
関
わ
る
興
味
深
い

問
題
な
の
だ
が
、こ
こ
で
は
お
く
こ
と
と
し
よ
う
。
こ
の
信
頼
度
の
低
さ
が
、シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
も
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
さ
し
あ
た
り
死
亡
確
率
を

算
出
す
る
た
め
の
生
命
曲
線
は
、
男
女
を
問
わ
ず
男
女
総
計
の
デ
ー
タ
を
利
用
し

て
作
成
す
る
こ
と
に
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
作
成
さ
れ
た
人
口
曲
線
を
示
す
式
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　

y=-2E-05x^3+0.0081x^2-1.0026x+39.459

こ
れ
が
数
式
に
よ
り
表
現
し
た
半
布
里
戸
籍
の
人
口
曲
線
だ
が
、
人
口
曲
線
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
付
随
し
て
出
生
時
の
平
均
余
命
が
導
き
出
せ
る
。
こ

の
人
口
曲
線
を
も
と
に
、
年
齢
別
の
人
口
を
求
め
、
簡
易
生
命
表
を
作
成
す
る
。

年
齢
別
の
人
口
を
人
口
一
〇
万
人
の
単
位
に
換
算
し
、
死
亡
と
生
存
の
数
と
率
を

計
算
す
る
こ
と
で
、
定
常
人
口
が
導
か
れ
る
。
定
常
人
口
を
生
存
数
で
除
し
た
も

の
が
平
均
余
命
だ
が
、
こ
の
場
合
の
平
均
余
命
は
二
八
・
四
八
歳
で
あ
っ
た（

（
（

。

次
に
出
生
率
の
算
出
だ
が
、
出
産
に
つ
い
て
は
、
半
布
里
戸
籍
に
登
録
さ
れ
て

い
る
母
子
の
年
齢
差
か
ら
母
の
出
産
年
齢
を
算
出
し
、
先
の
人
口
曲
線
と
同
様
に

近
似
式
を
作
成
し
た
。
た
だ
し
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
再
婚
が
頻
発
し
て
お
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り
、
半
布
里
戸
籍
に

み
え
る
親
子
関
係
が

実
際
の
も
の
で
あ
る

保
証
は
な
い
。
な
か

で
も
母
子
の
年
齢
差

が
極
端
に
小
さ
い
も

の
、
ま
た
大
き
い
も

の
は
除
外
し
て
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
そ

こ
で
、
出
産
時
の
母

の
年
齢
が
一
〇
歳
以

下
と
四
五
歳
以
上
に

な
る
事
例
は
排
除

し
、
近
似
曲
線
は
出

産
時
の
母
の
年
齢
が

一
五
歳
か
ら
四
五
歳

に
な
る
範
囲
の
デ
ー

タ
を
採
取
し
て
作
成

し
た
（Fig.2

）。

こ
う
し
て
求
め
ら
れ
る
母
の
出
産
例
は
の
べ
数
な
の
だ
が
、
こ
の
曲
線
を
維
持

し
て
一
年
間
の
出
生
数
（
人
口
曲
線
の
y
切
片=39.459

）
に
直
す
と
、
出
生
曲
線

を
作
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
出
生
曲
線
と
女
性
の
人
口
曲
線
を

組
み
合
わ
せ
れ
ば
、年
齢
別
の
出
生
率
を
算
出
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
（Fig.3

）。

こ
の
年
齢
別
の
出
生

率
を
合
計
し
た
も
の

が
合
計
特
殊
出
生
率

（T
FR

）
で
あ
り
、

こ
の
数
値
は
人
口
の

再
生
産
動
向
を
示
す

指
標
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
す
で
に

述
べ
た
よ
う
に
女
性

の
デ
ー
タ
は
歪
み
が

多
く
含
ま
れ
、
デ
ー

タ
そ
の
も
の
の
信
頼

度
が
低
い
。
女
性
の

人
口
曲
線
を
対
数
で

作
成
す
る
場
合
と
多
項
式
に
よ
り
作
成
す
る
場
合
と
で
は
、
曲
線
の
形
が
相
違
し

て
お
り
、
必
然
的
に
、
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
出
生
率
は
異
な
る
こ
と
と
な
る
。
こ

の
よ
う
な
制
約
の
も
と
で
の
推
定
と
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、
厳
密
に
一
つ
の
値
を
導

く
こ
と
は
困
難
な
の
だ
が
、
念
の
た
め
、
女
性
の
人
口
曲
線
と
出
生
曲
線
を
用
い

て
合
計
特
殊
出
生
率
（T

FR

）
を
求
め
る
と
、
女
性
の
人
口
曲
線
を
対
数
で
作
成

し
た
場
合
が
六
・
五
人
程
度
、
同
じ
く
三
次
の
多
項
近
似
式
で
作
成
し
た
場
合
が
四
・

五
人
程
度
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
ら
の
数
値
の
間
に
歴
史
の
実
態
が
あ
る
の

だ
ろ
う
。
こ
の
点
は
後
述
す
る
。

y = 0.0026x3 - 0.2088x2 + 3.8558x + 5.5
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Fig.2 母子の年齢差による出産曲線

Fig.3 女性の人口曲線と出生曲線
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日
本
古
代
人
口
変
動
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
技
術
的
検
討
（
今
津
）

（5）

な
お
、
y
切
片=39.459

を
出
生
数
と
し
て
人
口
総
数
で
除
す
な
ら
ば
、
粗
出
生

率
（CBR

）
が
求
め
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、

　出
生
数39.459

人

　÷
　人

口1119

人

　

=

　粗
出
生
率35.2

‰

で
あ
る
。

　
　
　
　
二

　
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、Perl

（
パ
ー
ル
）
で
作
成
し
た
。Perl

は
、比
較
的
容
易
に
習
得
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
で
、ウ
ェ
ブ
・
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
テ
キ
ス
ト
処
理
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
書
く
の
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い

る
。
日
本
語
を
は
じ
め
と
す
る
文
字
列
処
理
も
得
意
だ
が
、
こ
こ
で
扱
う
の
は
す

べ
て
数
値
化
し
た
デ
ー
タ
で
あ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、
計

算
機
が
実
行
可
能
な
機
械
語
へ
の
コ
ン
パ
イ
ル
が
不
要
な
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
型

の
言
語
で
あ
る
た
め
、
コ
ン
パ
イ
ル
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
比
し
て
速
度
は
劣
る
が
、

こ
の
程
度
の
分
量
の
処
理
で
あ
れ
ば
何
ら
不
自
由
は
な
い
。

計
算
の
フ
ロ
ー
を
示
し
た
の
がFig.4

で
あ
る
。
最
初
に
基
礎
デ
ー
タ
の
人
別

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
先
ほ
ど
取
得
方
法
を
示
し
た
基
礎
条
件
と
な
る
年
齢
別
生
存
確

率
・
年
齢
別
出
産
可
能
性
リ
ス
ト
・
環
境
係
数
を
計
算
機
の
記
憶
領
域
に
格
納
す
る
。

そ
の
上
で
、
毎
年
、
各
人
毎
に
婚
姻
・
死
亡
・
出
産
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
乱
数
を

生
成
し
て
評
価
し
た
。

ま
ず
人
別
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
が
、
半
布
里
戸
籍
に
記
載
さ
れ
た
人
す
べ
て

に
つ
き
、
一
意
の
識
別
番
号
を
与
え
、
性
別
・
年
齢
・
配
偶
者
・
父
・
母
を
属
性
デ
ー

タ
と
し
て
持
た
せ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
た
。
例
え
ば
、
正
倉
院
文
書
続
修

二
に
収
め
ら
れ
た
半
布
里
戸
籍
の
冒
頭
は
、
四
戸
分
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
下
政

戸
石
部
三
田
戸
か
ら
の
記
載
が
残
存
し
て
い
る
。

下
政
戸
石
部
三
田
戸
口
十
七
（
略
）

下
々
戸
主
三
田

年
五
十

正
丁
、
工	

嫡
子
伊
加
太

年
廿

少
丁	

	

次
小
人

年
十

小
子

次
人
麻
呂

年

　八

小
子		

次
与
麻
呂

年

　三

緑
児	

	

次
弟
麻
呂

年

　二

緑
児

戸
主
甥
石
部
商
人

年
十
六

小
子	

寄
人
牟
下
津
部
安
倍

年
四
六

正
丁	

嫡
子
多
麻
呂

年
二

緑
児

戸
主
妻
敢
臣
族
岸
臣
都
女

年
四
五

正
女	

児
刀
良
売

年
廿
四

正
女	

次
志
多
布
売

年
十
六

小
女

次
乎
志
多
布
売

年
十
四

小
女	

戸
主
妹
咋
売

年
四
七

正
女	

安
倍
妻
石
部
小
都
売

年
三
二

正
女

児
根
都
売

年
十
三

小
女		

次
古
売

年
三

緑
女

石
部
三
田
が
最
初
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
彼
に
一
意
の
識
別
番
号
1
を
与

え
、
そ
こ
か
ら
半
布
里
戸
籍
に
記
載
さ
れ
た
最
後
の1119

番
ま
で
の
識
別
番
号
を

ふ
る
。
こ
の
識
別
番
号
に
よ
り
個
人
が
管
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
生
益
の
場
合

生死判定

出産判定

性別判定

START

END

Inputt

年初人口t

Outputt

Yes
No

M

F

Yes

No

新生児出生

対偶処理t

死亡者リストt

婚姻リストt

出生リストt

Fig.4	プログラムフロー
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は1120

番
以
降
が
順
次
付
与
さ
れ
る
。

石
部
三
田
の
戸
は
半
布
里
戸
籍
の
現
存
冒
頭
の
戸
で
も
あ
る
の
で
、
戸
番
を
1

と
し
、
戸
を
単
位
と
し
て
同
様
に
54
ま
で
の
番
号
を
ふ
っ
た
。
さ
ら
に
石
部
三
田

に
つ
い
て
は
、
そ
の
戸
内
の
冒
頭
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
戸
内
の
記
載
順
位
1

も
記
録
し
た
。
そ
し
て
、
三
田
は
男
性
で
あ
る
と
と
も
に
、
年
齢
が
五
十
歳
と
の

記
載
が
あ
る
の
で
、
性
と
年
齢
も
同
様
に
デ
ー
タ
化
す
る
。
男
性
は
0
、
女
性
は

1
で
性
別
を
表
現
す
る
。
そ
の
上
で
、
三
田
に
は
妻
敢
臣
族
岸
臣
都
女
が
冒
頭
か

ら
10
番
目
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
配
偶
者
情
報
も
採
用
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
数
値
で
表
現
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
「-

」
で
結
び
、
一
行
で
表
現
す
る
。
石
部
三
田

は
「1-1-1-50-0-0-0-10

」
と
し
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。「-

」
は
ど
の
よ
う

な
文
字
列
で
も
構
わ
な
い
し
、
タ
ブ
な
ど
の
制
御
記
号
で
も
よ
い
。
石
部
三
田
の

嫡
子
伊
加
太
な
ら
一
意
の
識
別
番
号
2
番
、
第
一
の
戸
の
2
番
目
に
記
載
さ
れ
、

二
十
歳
の
男
性
で
あ
り
、
父
が
石
部
三
田
（
1
）、
母
が
敢
臣
族
岸
臣
都
女
（
10
）、

配
偶
者
が
見
当
た
ら
な
い
の
で
、「2-1-2-20-0-1-10-0

」
と
な
る
。
ち
な
み
に
石
部

三
田
の
妻
で
あ
る
敢
臣
族
岸
臣
都
女
の
場
合
は
、
一
意
の
識
別
番
号
は
10
番
、
戸

番
1
の
10
人
目
の
四
五
歳
の
女
性
1
で
父
と
母
の
記
載
な
し
、
配
偶
者
が
1
番
と

年齢 生存確率 出産確率 年齢 生存確率 出産確率
1 0.9747 0.0000 51 0.9514 0.0000
2 0.9744 0.0000 52 0.9505 0.0000
3 0.9742 0.0000 53 0.9495 0.0000
4 0.9739 0.0000 54 0.9485 0.0000
5 0.9737 0.0000 55 0.9475 0.0000
6 0.9734 0.0000 56 0.9464 0.0000
7 0.9732 0.0000 57 0.9453 0.0000
8 0.9729 0.0000 58 0.9441 0.0000
9 0.9726 0.0000 59 0.9429 0.0000

10 0.9723 0.0000 60 0.9416 0.0000
11 0.9721 0.0000 61 0.9402 0.0000
12 0.9718 0.0000 62 0.9388 0.0000
13 0.9715 0.0000 63 0.9373 0.0000
14 0.9711 0.0355 64 0.9358 0.0000
15 0.9708 0.1400 65 0.9341 0.0000
16 0.9705 0.2392 66 0.9324 0.0000
17 0.9702 0.3331 67 0.9306 0.0000
18 0.9698 0.4215 68 0.9287 0.0000
19 0.9695 0.5042 69 0.9268 0.0000
20 0.9691 0.5812 70 0.9247 0.0000
21 0.9688 0.6521 71 0.9225 0.0000
22 0.9684 0.7170 72 0.9202 0.0000
23 0.9680 0.7755 73 0.9177 0.0000
24 0.9676 0.8277 74 0.9152 0.0000
25 0.9672 0.8732 75 0.9125 0.0000
26 0.9668 0.9120 76 0.9097 0.0000
27 0.9663 0.9440 77 0.9068 0.0000
28 0.9659 0.9689 78 0.9037 0.0000
29 0.9654 0.9866 79 0.9006 0.0000
30 0.9650 0.9970 80 0.8974 0.0000
31 0.9645 1.0000 81 0.8941 0.0000
32 0.9640 0.9955 82 0.8909 0.0000
33 0.9635 0.9833 83 0.8878 0.0000
34 0.9629 0.9633 84 0.8850 0.0000
35 0.9624 0.9356 85 0.8826 0.0000
36 0.9618 0.9001 86 0.8809 0.0000
37 0.9612 0.8567 87 0.8803 0.0000
38 0.9606 0.8054 88 0.8803 0.0000
39 0.9600 0.7464 89 0.8803 0.0000
40 0.9594 0.6797 90 0.8803 0.0000
41 0.9587 0.6055 91 0.8803 0.0000
42 0.9580 0.5239 92 0.8803 0.0000
43 0.9572 0.4354 93 0.8803 0.0000
44 0.9565 0.3402 94 0.8803 0.0000
45 0.9557 0.2389 95 0.8803 0.0000
46 0.9549 0.1321 96 0.8803 0.0000
47 0.9540 0.0204 97 0.8803 0.0000
48 0.9531 0.0000 98 0.8803 0.0000
49 0.9522 0.0000 99 0.8803 0.0000
50 0.9512 0.0000 100 0.8803 0.0000

表 1　年齢別生存確率および出産確率
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代
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ー
シ
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検
討
（
今
津
）

（7）

い
う
こ
と
で
「10-1-10-45-1-0-0-1

」
と
な
る
。
こ
う
し
て
半
布
里
戸
籍
に
記
載
さ

れ
た
人
を
す
べ
て
数
値
化
し
た
人
別
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（hanyu.lst

）
を
作
成
し
、

計
算
機
に
一
行
ず
つ
記
憶
領
域
に
読
み
込
ま
せ
た
。

次
に
、
同
じ
く
記
憶
領
域
に
読
み
込
ま
せ
る
年
齢
別
の
生
存
確
率
は
、
前
項
で

示
し
た
近
似
曲
線
か
ら
年
齢
別
の
死
亡
数
に
も
と
づ
き
作
成
し
た
。
年
齢
が
一
つ

上
が
る
に
際
し
て
、
ど
の
程
度
の
人
口
の
減
衰
が
あ
る
か
を
確
率
に
変
換
し
た
も

の
で
あ
る
（surviv.lst
）。
な
お
近
似
曲
線
の
特
性
上
、
減
少
の
後
に
増
加
に
転
じ

る
こ
と
も
あ
る
が
、
八
〇
代
の
高
齢
者
の
人
口
が
増
加
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い

の
で
、
ボ
ト
ム
を
示
し
た
年
齢
の
数
値
を
以
後
も
利
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

出
産
確
率
も
前
項
で
述
べ
た
手
順
に
よ
り
、
女
性
の
人
口
曲
線
と
出
生
曲
線
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
年
齢
別
の
出
産
確
率
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
確
率

を
総
計
す
る
と
合
計
特
殊
出
生
率
と
な
る
が
、
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
こ
の
合

計
特
殊
出
生
率
を
変
化
さ
せ
て
人
口
の
増
減
を
観
察
す
る
た
め
、
出
生
曲
線
の
ピ
ー

ク
を
一
〇
〇
％
に
直
し
た
曲
線
を
作
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
始
時
に
与
え
る
引
数
を

乗
じ
て
、
実
行
時
の
確
率
を
変
化
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
（birth.lst
）。
表
1
は
年

齢
別
の
生
存
確
率
・
出
生
確
率
の
一
覧
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
列
の
デ
ー
タ
で
作
成

し
た
リ
ス
ト
を
記
憶
領
域
に
格
納
す
る
。
さ
ら
に
、
特
定
の
年
に
イ
ベ
ン
ト
を
発

生
さ
せ
、
死
亡
率
を
変
化
さ
せ
る
環
境
変
数
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
読
み
込
ま
せ
る

の
だ
が
（env.lst

）、
こ
の
点
は
後
述
す
る
。

以
上
の
デ
ー
タ
を
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
行
す
る
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
開
始
に
あ
た
っ
て
、何
年
間
、何
回
繰
り
返
す
か
、合
計
特
殊
出
生
率（T

FR

）

を
ど
の
程
度
に
設
定
す
る
か
な
ど
の
条
件
は
コ
マ
ン
ド
ラ
イ
ン
か
ら
引
数
で
与
え

る
。
ま
た
環
境
係
数
を
作
用
さ
せ
る
場
合
も
ど
の
程
度
の
強
度
に
す
る
か
を
引
数

で
指
定
し
た
。
計
算
の
要
所
、要
所
は
乱
数
に
よ
り
評
価
す
る
た
め
、一
回
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
傾
向
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
複
数
回
実
施
す
る
こ

と
と
し
、
基
本
的
に
五
〇
回
繰
り
返
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
心
は
、
一
年
ご
と
の
ル
ー
プ
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
死
亡
・

出
産
・
婚
姻
を
判
定
す
る
も
の
だ
が
、
ま
ず
そ
の
年
の
生
存
者
リ
ス
ト
（
初
年
な

ら
半
布
里
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
の
リ
ス
ト
）
を
読
み
込
み
、
そ
の
年
の
初

期
人
数
を
数
え
上
げ
る
。
単
年
度
の
ル
ー
プ
は
そ
の
年
の
人
数
分
繰
り
返
す
こ
と

に
な
る
。
計
算
機
に
は
一
行
に
一
人
の
情
報
を
記
載
し
た
人
数
分=

行
数
の
デ
ー

タ
を
毎
回
格
納
し
、
ク
リ
ア
す
る
作
業
を
繰
り
返
す
。
各
人
に
つ
い
て
は
、
一
行

の
リ
ス
ト
の
個
別
の
デ
ー
タ
を
結
合
す
る
記
号
で
分
割
し
、
個
別
の
要
素
を
そ
れ

ぞ
れ
の
デ
ー
タ
と
し
て
格
納
し
て
、
そ
の
年
の
評
価
に
利
用
す
る
。

ル
ー
プ
開
始
時
の
初
期
人
数
を
確
認
し
た
後
に
、
各
人
に
つ
い
て
ま
ず
婚
姻
判

定
を
行
う
。
配
偶
者
の
生
死
を
確
認
し
、
配
偶
者
が
不
在
の
場
合
に
は
婚
姻
判
定

へ
の
分
岐
を
行
い
、
婚
姻
の
条
件
に
従
っ
て
乱
数
に
よ
り
評
価
す
る
。
結
果
を
ル
ー

プ
の
外
の
テ
ン
ポ
ラ
リ
フ
ァ
イ
ル
に
書
き
出
す
。

そ
の
後
に
、
各
人
の
死
亡
判
定
へ
と
移
る
。
こ
れ
も
乱
数
を
発
生
さ
せ
、
年
齢

に
応
じ
た
死
亡
率
で
判
定
し
た
。
死
亡
の
判
定
が
出
た
場
合
に
は
、
ル
ー
プ
の
外

に
死
亡
者
と
し
て
書
き
出
し
た
。
生
存
と
判
定
さ
れ
た
場
合
は
、
男
性
の
場
合
は

次
年
度
の
生
存
者
リ
ス
ト
に
書
き
出
し
、
女
性
の
場
合
に
は
、
さ
ら
に
出
産
の
判

定
へ
と
移
る
。
こ
れ
も
乱
数
を
発
生
さ
せ
て
行
い
、
出
産
す
る
場
合
に
は
、
女
性

と
そ
の
子
を
次
年
度
の
生
存
者
リ
ス
ト
に
書
き
加
え
る
。
新
生
児
の
性
別
も
乱
数

で
決
定
し
、
新
た
な
一
意
の
識
別
番
号
を
付
与
す
る
。
出
産
に
つ
い
て
も
ル
ー
プ

の
外
に
母
と
子
、
配
偶
者
が
い
る
場
合
に
は
配
偶
者
を
新
生
児
リ
ス
ト
に
書
き
出
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）

（9）

し
た
。

こ
う
し
た
ル
ー
プ
を
引
数
で
与
え
た
回
数
繰
り
返
し
、
そ
の
年
毎
の
人
口
を
書

き
出
し
て
、
最
後
の
終
了
処
理
で
は
男
女
の
婚
姻
回
数
、
出
産
回
数
な
ど
の
集
計

を
行
っ
た
。
以
上
が
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
概
略
で
あ
る
が
、
こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
こ
と
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
み
え
て
き
た
か
、
次
に
述
べ
る

こ
と
と
し
た
い
。

　
　
　
三

　
観
察
さ
れ
る
諸
現
象

（
1
）
出
生
率
の
推
定

ま
ず
出
生
率
に
つ
い
て
だ
が
、
半
布
里
戸
籍
の
当
初
の
人
口
構
成
を
維
持
す
る

と
仮
定
し
、
一
〇
〇
年
間
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
五
〇
回
繰
り
返
し
た
一
〇
〇

年
目
の
平
均
人
口
が
ス
タ
ー
ト
時
の
一
一
一
九
人
前
後
に
な
る
よ
う
に
試
み
た
。

こ
の
場
合
、
最
も
多
く
出
産
す
る
年
齢
の
女
性
が
一
〇
〇
〇
人
い
た
な
ら
ば
、

二
二
五
人
が
出
産
す
る
こ
と
に
な
る
出
生
率
二
二
五
‰
、合
計
特
殊
出
生
率（T

FR

）

に
換
算
す
る
と
四
・
九
六
人
と
な
っ
た（Fig.5-1

）。
半
布
里
戸
籍
を
出
発
点
と
し
て
、

人
口
の
増
減
な
く
、
こ
の
人
口
構
成
を
維
持
す
る
と
し
た
場
合
、
こ
の
程
度
の
出

生
率
が
必
要
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
例
え
ば
、
同
様
に
出
生
率
の
ピ
ー
ク
を
二
四
〇
‰
、
合
計
特

殊
出
生
率
（T

FR

）
換
算
で
五
・
二
九
人
と
す
る
場
合
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

五
〇
回
繰
り
返
し
た
一
〇
〇
年
目
の
平
均
人
口
は
一
四
〇
〇
人
弱
と
な
り
、
明
ら

か
に
人
口
が
増
加
す
る
（Fig.5-2

）。
ま
た
同
様
に
出
生
率
の
ピ
ー
ク
を
二
一
〇
‰

と
し
た
場
合
、
合
計
特
殊
出
生
率
（T

FR

）
換
算
で
は
四
・
六
三
人
と
な
る
が
、
こ

の
条
件
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
五
〇
回
繰
り
返
し
た
一
〇
〇
年
目
の
平
均
人
口

は
九
〇
〇
人
程
度
と
な
り
、
明
ら
か
に
人
口
は
減
少
す
る
（Fig.5-3

）。
ほ
ん
の
わ

ず
か
な
違
い
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
こ
の
よ
う
に
社
会
は
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の
上

に
成
り
立
つ
も
の
で
あ
り
、
出
生
率
の
微
妙
な
変
化
に
よ
り
人
口
は
如
実
に
増
減

す
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ち
な
み
に
、
鎌
田
元
一
に
よ
る
と
、
日
本
古
代
の
人
口
、
す
な
わ
ち
律
令
国
家

の
版
図
に
あ
る
支
配
人
口
は
、
延
暦
年
間
で
約
五
四
〇
万
〜
五
九
〇
万
人
で
あ

り
、
奈
良
時
代
の
前
半
で
大
体
、
四
四
〇
〜
四
五
〇
万
（
安
全
な
と
こ
ろ
で
は
も

う
少
し
幅
が
あ
る
）
と
推
定
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
つ
ま
り
、
奈
良
時
代
の
は
じ
め
か
ら

平
安
時
代
に
か
け
て
一
〇
〇
万
人
、
年
平
均
人
口
増
加
率
に
し
て
〇
・
二
%
程
度
の

人
口
増
加
が
見
込
ま
れ
る
の
だ
が
、
フ
ァ
リ
ス
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
古
代
に
は

疫
病
が
頻
発
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
疫
病
は
人
口
増
加
を
相
殺
す
る
作
用
を
果
た

す
。
仮
に
、
一
〇
〇
年
間
で
一
〇
〇
万
人
近
く
の
人
口
増
加
を
想
定
す
る
な
ら
ば
、

出
生
率
に
換
算
し
て
、
ピ
ー
ク
で
二
三
〇
‰
（T

FR

換
算
で
五
・
〇
七
人
）
か
ら

二
四
〇
‰
（T

FR

換
算
で
五
・
二
九
人
）
程
度
の
出
生
を
見
込
む
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
数
値
は
正
確
に
は
知
り
え
な
い
の
で
あ
る
が
、
古
代

の
女
性
が
強
い
ら
れ
た
出
産
負
荷
が
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
だ
け
は
想
像
に

難
く
な
い
。
現
在
に
比
較
し
て
、か
な
り
高
い
出
生
率
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、

多
産
多
死
型
の
社
会
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

（
2
）
婚
姻
の
連
鎖
と
出
産
の
推
定

婚
姻
に
つ
い
て
は
、
配
偶
者
と
の
死
別
が
頻
発
す
る
こ
と
、
一
定
年
齢
の
女
性

が
再
婚
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
、
男
性
と
女
性
の
年
齢
差
の
開
き
に
つ
い
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て
は
史
料
か
ら
導
く
こ
と
が
で
き
る
が
、
婚
姻
そ
の
も
の
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
毎
年
、
年
初
人
口
の
読
み
込
み
の
の
ち
、
各
人
に
つ
い
て
配

偶
者
の
生
死
を
ス
キ
ャ
ン
し
、
配
偶
者
が
い
な
い
場
合
に
は
、
以
上
の
条
件
の
範

囲
内
で
配
偶
者
を
選
ぶ
の
だ
が
、
婚
姻
が
成
立
す
る
成
婚
率
を
推
測
す
る
根
拠
が

何
も
な
い
の
で
、
便
宜
的
に
三
分
の
一
に
設
定
し
乱
数
を
生
成
し
て
評
価
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
の
設
定
に
よ
り
左
右
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

学
術
的
根
拠
は
乏
し
い
の
だ
が
、
お
お
よ
そ
の
特
徴
は
再
現
で
き
て
い
る
よ
う
に

思
う
。
そ
こ
で
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
を
示
そ
う
。

婚
姻
と
出
産
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
途
中
で
書
き
出
さ
れ
る
中
間
リ
ス

ト
を
集
計
す
る
。
こ
の
デ
ー
タ
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
一
回
実
行
す
る
た
び
に
、
上
書

き
さ
れ
る
仕
様
で
あ
る
た
め
、
五
〇
回
の
実
行
な
ら
ば
五
〇
回
目
に
排
出
さ
れ
た

デ
ー
タ
を
名
寄
せ
し
て
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
2
と
表
3
は
婚
姻
と
出
産
に
つ
い
て
の
集
計
結
果
の
一
例
で
あ
る
。
婚
姻
の

回
数
に
つ
い
て
だ
が
、
男
性
の
場
合
、
平
均
余
命
の
短
さ
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

短
命
で
あ
る
こ
と
に
規
定
さ
れ
、
婚
姻
の
回
数
は
一
回
か
ら
二
回
が
大
部
分
で
あ

る
。
あ
く
ま
で
も
何
回
、
婚
姻
す
る
か
と
い
う
の
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
上
の
設
定
の

問
題
で
も
あ
る
の
だ
が
、
長
命
で
あ
っ
た
場
合
に
多
数
回
の
婚
姻
を
繰
り
返
す
こ

と
と
な
る
。
六
回
婚
姻
し
た
事
例
が
出
力
さ
れ
た
が
、
こ
う
し
た
事
例
は
ご
く
稀

で
あ
ろ
う
。
女
性
の
場
合
も
同
様
で
、
ご
く
稀
に
長
命
で
あ
っ
た
場
合
に
多
数
回

の
婚
姻
の
事
例
が
出
力
さ
れ
た
が
、
男
性
と
同
様
に
、
こ
れ
も
稀
な
事
例
で
あ
り
、

大
部
分
は
一
回
か
ら
二
回
で
あ
る
。
こ
れ
も
生
存
年
齢
に
規
定
さ
れ
た
た
め
だ
が
、

一
定
年
齢
の
女
性
が
再
婚
の
対
象
と
な
ら
な
い
た
め
、
男
性
の
再
婚
回
数
よ
り
も

若
干
低
く
な
っ
て
い
る
。
女
性
の
出
産
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
計
算
上
十
一
人
の

子
を
産
ん
だ
女
性
も
見
受
け
ら
れ
た
が
、
こ
う
し
た
例
は
長
命
の
場
合
に
限
ら
れ

る
。
齢
を
重
ね
る
に
し
た
が
っ
て
人
口
が
漸
減
す
る
の
と
同
様
に
、
出
生
数
も
減

少
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
て
出
力
さ
れ
た
生
き
延
び
た
男
性
・
女
性
の
一
生
を
ト
レ
ー
ス
し
た
の

が
、
次
のFig.6

とFig.7

で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
仮
定
の
計
算
上
の
こ
と
だ
が
、

再
婚
を
繰
り
返
し
た
男
性
で
あ
る
県
主
族
長
安
と
女
性
の
県
造
大
古
売
の
死
亡
時

の
対
偶
関
係
と
子
の
連
鎖
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
自
体
は
、
学
術
的

に
意
味
が
な
い
の
で
述
べ
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
男
性
・
女
性
そ
れ
ぞ
れ
婚
姻
を

重
ね
、
子
を
な
す
に
し
て
も
、
配
偶
者
と
の
死
別
、
出
生
し
た
子
の
早
世
な
ど
が

頻
発
し
、
家
族
構
成
は
か
な
り
流
動
的
で
あ
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
行
時
に
は
半
布
里
に
は
五
四
戸
が
存
在
し
た
が
、
一
〇
〇
年
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
当
初
の
戸
番
が
消
滅
す
る
も
の
も
み
ら
れ
た
。
史
料
で
確

認
で
き
る
現
象
と
し
て
、
配
偶
者
と
の
死
別
に
よ
る
再
婚
が
多
く
発
生
し
て
い
た

こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
戸
籍
・
計
帳
に
記
載
さ
れ
る
戸
は
、
こ
の
よ
う
に
流
動

す
る
構
成
の
断
面
を
切
り
取
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
戸
籍
・
計
帳
を
編
成
す

回数 Male Female
6 2 1
5 4 1
4 26 15
3 89 77
2 280 287
1 781 868

回数 人数
11 3
10 2
9 17
8 35
7 62
6 89
5 138
4 184
3 198
2 202
1 247

表 2　婚姻回数

表 3　出産回数
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（11）

県主族長安

1131 神人辛人の女

414 秦人刀自売

2317男 2536女

県主族長安

1221 秦人山の女

2520男

2563女

2454男 2368男

2908女

2824男

2394男
2433男

750没（20） 750没（15）

760没（57）

745没（21）

759没（15）

753没（19）

754没（15）

764没（31）

1569 某の子

2004女

931 秦人広売

2045 県主族小庭の女

3128女 某子 3447男 3695男 某子 3582女 3044男 某子

733没（37）

722没（11）

724没（2）

725没（28） 741没（39）

768没（41）

2069男 2195女 2145女

768没（37）

44

29

22 14 11 8

771没（75）

739没（13）

741没（10）
738没（6）

758没（10）

2165男

県造大古売

1202 男

県造大古売

235 石上部長背

1330 男

1533 女

1581 女

715没（30）

814 秦人結

1656 男

1700 女

1814 女

1238 男

717没（5）

719没（8）
747没（60）

724没（9）

某

1860 男

319 県主族小知加良

2136 女

2185 男

2223 女

1627 男 1543 女

1692 男 1810 男

716没

732没730没

727没（8）

731没（25）

732没（20）

739没（36）

739没（17）

33

21

20739没（62）

719没（41）

某

Fig.6 県主族長安の婚姻連鎖　グレーダウンは死没者　括弧内は死亡時の年齢　点線で結ばれたものは婚姻時既没

Fig.7 県造大古売の婚姻連鎖と出産　グレーダウンは死没者　括弧内は死亡時の年齢
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る
に
際
し
て
は
、
重
層
的
に
形
成
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
繋
が
り
が
反
映
さ
れ
ざ
る

を
え
な
い
の
で
あ
り
、
戸
主
を
軸
と
す
る
累
積
的
な
繋
が
り
を
纏
め
る
場
合
、
戸

主
と
の
血
縁
関
係
を
表
現
し
よ
う
の
な
い
も
の
も
多
く
含
ま
れ
る
の
は
む
し
ろ
当

然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

戸
籍
に
は
戸
主
と
の
続
き
柄
が
不
明
な
寄
口
・
寄
人
が
記
載
さ
れ
る
が
、
こ
う

し
た
人
た
ち
が
発
生
す
る
の
は
、
む
し
ろ
必
然
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
南
部
昇
は
、

寄
口
を
女
系
親
族
と
す
る
門
脇
禎
二（

（
（

以
来
の
説
を
批
判
し
、
寄
口
の
隷
属
性
を
強

調
す
る
が（

（1
（

、
杉
本
一
樹
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
戸
口
は
戸
主
と
の
父
系
の
血
縁
関

係
を
通
じ
て
そ
の
地
位
が
表
現
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
り（

（（
（

、
父
系
原
理
で
編
成
さ

れ
た
も
の
を
通
じ
て
女
系
原
理
を
証
明
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
だ
け
で
あ
っ
て
、

寄
口
が
女
系
親
族
を
含
む
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
婚
姻
の
連
鎖

を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
以
前
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
戸
主
と
女
系
で

連
な
る
縁
者
と
考
え
る
説
が
最
も
説
得
的
で
あ
ろ
う（

（1
（

。

　

（
3
）
環
境
係
数

環
境
係
数
（env.lst

）
は
、
あ
く
ま
で
も
試
行
実
験
に
す
ぎ
な
い
が
、
特
定
の
年

に
死
亡
率
を
変
動
さ
せ
る
イ
ベ
ン
ト
を
発
生
さ
せ
る
た
め
の
設
定
値
の
リ
ス
ト
で

あ
り
、
実
行
す
る
年
数
に
応
じ
て
、
任
意
の
年
に
任
意
の
数
値
を
記
載
す
る
。
こ

の
係
数
が
記
載
さ
れ
た
実
行
年
、
す
な
わ
ち
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
行
時
の
何
年
目
か
に

イ
ベ
ン
ト
を
発
生
さ
せ
、
死
亡
率
を
上
下
に
変
動
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
環
境
係

数
の
効
か
せ
方
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
年
数
ル
ー
プ
が
設
定
し
た
年
を
迎
え
た
際
に
、

そ
の
年
の
死
亡
を
評
価
す
る
た
め
に
初
期
設
定
で
あ
た
え
た
年
齢
別
死
亡
率
を
変

化
さ
せ
る
も
の
で
、
こ
の
効
き
具
合
、
つ
ま
り
数
%
死
亡
率
を
上
下
さ
せ
る
か
は

引
数
で
与
え
て
い
る
。
こ
の
係
数
の
効
き
方
に
学
術
的
な
根
拠
が
あ
る
わ
け
で
は

な
い
。

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
単
位
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
た
め
性
と
年
齢
を
条
件
に
、

こ
う
し
た
係
数
が
機
能
す
る
よ
う
に
設
定
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
可
能
で
あ
る
。

若
年
層
だ
け
死
亡
率
が
上
昇
す
る
、
女
性
だ
け
死
亡
率
が
上
昇
す
る
な
ど
の
環
境

係
数
の
効
か
せ
方
は
簡
単
に
設
定
で
き
る
が
、
現
状
で
そ
れ
を
裏
付
け
る
学
術
的

根
拠
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
女
性
の
妊
娠
出
産
が
頻
回
に
及
ぶ
こ
と
は
、
女
性

の
生
命
の
危
機
に
直
結
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
古
代
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
す
る
場
合
に
は
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
な
の

だ
が
、
残
念
な
が
ら
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

ま
た
現
在
、
高
解
像
度
の
気
候
復
原
も
行
わ
れ
て
お
り
、
年
単
位
の
酸
素
同
位

体
比
の
解
析
に
よ
り
、
そ
の
年
の
夏
が
ど
の
程
度
湿
潤
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
は
乾

燥
し
て
い
た
か
が
復
原
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が（

（1
（

、
こ
う
し
た
デ
ー
タ
が
直

接
そ
の
年
の
死
亡
率
と
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
本
来
で
あ

れ
ば
、
旱
魃
が
続
い
た
際
に
、
ど
れ
だ
け
の
被
害
が
発
生
し
、
そ
れ
が
死
亡
率
と

し
て
ど
の
よ
う
に
数
値
化
で
き
る
か
な
ど
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
現
状

で
そ
の
段
階
に
は
な
い
。
同
様
に
、
古
代
で
は
飢
饉
が
発
生
す
れ
ば
疫
病
の
被
害

も
発
生
す
る
が
、
こ
う
し
た
人
間
の
家
族
・
地
域
社
会
・
国
家
に
及
ぼ
す
自
然
的

環
境
要
件
と
の
応
答
関
係
を
数
値
化
し
て
表
現
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

も
と
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
精
密
・
微
細
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
は
無
理
な
の
だ
が
、

死
亡
率
を
大
き
く
変
化
さ
せ
れ
ば
人
口
が
一
時
的
に
減
少
す
る
な
ど
の
変
動
が
あ

る
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
し
た
際
に
影
響
を
受
け
た
人
口
が
ど

の
程
度
回
復
し
う
る
か
を
知
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
限
定
的



− 54 −

日
本
古
代
人
口
変
動
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
技
術
的
検
討
（
今
津
）

（13）

な
試
行
実
験
で
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。

Fig.5-4

は
二
五
年
目
・
五
〇
年
目
・
七
五
年
目
に
死
亡
率
が
大
き
く
変
化
す
る

よ
う
設
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
環
境
係
数
の
効
き
具
合
は
以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、

任
意
な
の
で
そ
の
点
を
差
し
引
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
例
え
ば
、
出

生
率
を
最
も
多
く
出
産
す
る
年
齢
の
女
性
が
一
〇
〇
〇
人
い
た
な
ら
ば
、
二
三
八

人
が
出
産
す
る
こ
と
に
な
る
出
生
率
二
三
八
‰
（T

FR

換
算
で
五
・
一
八
人
）
の
よ

う
な
、
人
口
の
推
移
が
上
昇
ト
レ
ン
ド
に
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト

で
被
害
が
生
じ
た
場
合
に
そ
れ
を
吸
収
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
大
き
な
被

害
が
生
じ
た
場
合
に
は
容
易
に
回
復
し
な
い
場
合
も
あ
る
こ
と
を
示
す
で
あ
ろ
う
。

む
し
ろ
当
時
の
緩
慢
な
人
口
増
加
率
を
考
え
る
な
ら
ば
、
大
き
な
被
害
が
地
域
を

限
定
し
て
局
地
的
に
発
生
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
地
域
は
壊
滅
的
被
害
を
蒙
っ
た
は

ず
で
あ
る
。

　
　
　
お
わ
り
に

最
後
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
上
で
胆
に
銘
じ
て
お
く
べ
き
こ
と
に

ふ
れ
て
お
き
た
い
。
と
い
う
の
も
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
捏
造
と
は
紙
一
重
の
関

係
に
あ
り
、
そ
こ
に
強
度
な
緊
張
関
係
が
要
請
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
当
然
の
こ

と
で
は
あ
る
が
、
計
算
機
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
命
令
に
し
た
が
っ
て
、
処
理
を
行
う

だ
け
で
あ
り
計
算
機
が
主
体
的
に
何
か
を
操
作
す
る
こ
と
は
な
い
。
要
は
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
潜
む
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
を
書
く
主
体
そ
の
も
の
の
問
題
な
の
だ
が
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
次
第
で
は
ど
の
よ
う
な
計
算
結
果
を
導
く
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

今
回
の
人
口
動
態
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
婚
姻
判
定
の
部
分
が
ブ
ラ
ッ
ク

ボ
ッ
ク
ス
と
な
っ
て
お
り
、
便
宜
的
に
設
定
し
た
条
件
で
処
理
を
行
っ
て
い
る
が
、

こ
う
し
た
部
分
の
匙
加
減
一
つ
で
出
力
さ
れ
る
も
の
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
も
あ

る
。
こ
の
時
系
列
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
、
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
で
の

空
間
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
も
同
じ
で
あ
る
。
如
何
様
に
も
結
果
を
導
く
こ
と
が

で
き
る
の
だ
が
、
は
た
し
て
そ
れ
が
意
味
を
も
つ
の
か
、
与
え
た
条
件
に
実
証
的

根
拠
は
ど
の
程
度
あ
る
の
か
、
史
料
と
現
実
の
緊
張
感
と
同
様
の
も
の
が
、
例
え

サ
イ
バ
ー
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
あ
る
わ
け
で
、
こ
の
点
は
十
分
に
注
意
し

て
お
き
た
い
。

こ
う
し
た
限
界
を
抱
え
て
は
い
る
が
、
史
料
に
よ
り
確
実
に
押
さ
え
ら
れ
る
と

こ
ろ
を
も
と
に
し
て
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
こ
れ
を

歴
史
の
解
釈
に
援
用
す
る
こ
と
は
有
効
だ
と
考
え
る
。
こ
れ
に
よ
り
歴
史
学
の
可

能
性
も
大
き
く
広
が
る
は
ず
だ
が
、
畏
れ
と
と
も
に
追
求
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。
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